
（報告様式2-1）

＜課題番号＞
復興促進プログラム（マッチング促進）
研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP)

ハイリスク挑戦タイプ（復興促進型）

完了報告書

「課題名」

平成　　年　　月　　日
【プロジェクトリーダー】
所属：○○株式会社
氏名：　□□　□□　印
１．課題の名称　等
	課題名：
	

	プロジェクトリーダー

（企業責任者）：

（所属・役職）
	

	研究責任者：

（所属・役職）
	

	研究開発費：

（JST支出分）
	○○株式会社　　△△△千円
××大学　　　　▲▲▲千円

	研究開発実施期間：
	平成  年  月  日～平成  年  月  日


２．研究開発の目的
知的財産に十分注意しつつ、300字程度で簡潔にまとめてください。本内容は事後評価結果としてホームページ等で公開します。
３．研究開発の概要（全研究開発実施期間）
研究開発プロジェクト全体について、プロジェクトリーダーが総括してください。知的財産に十分注意しつつ、計３００字程度で簡潔にまとめてください。（目標、実施内容、達成度について、それぞれ100字程度でお願いします。）本内容は事後評価結果としてホームページ等で公開します。
４．実施内容および研究開発結果（全研究開発実施期間）
全体計画書の「Ⅳ．研究開発計画」に記載した開発項目に対応するように項目立てして記載してください

（１）実施項目1

①開発目標
全体計画書の記載を転記してください。

②実施内容と結果
方法と結果等について、図、表、写真、特筆すべきデータ等を多用して詳細に記載してください。
③目標達成度
目標に対する達成度を％で記載してください。
④問題点や今後の課題

研究開発を実施した結果現れた問題点や実用化に向けての今後の課題を記載してください
（２）実施項目2

①開発目標

全体計画書の記載を転記してください。

②実施内容と結果
方法と結果等について、図、表、写真、特筆すべきデータ等を多用して詳細に記載してください。
③目標達成度
目標に対する達成度を％で記載してください。
④問題点や今後の課題

研究開発を実施した結果現れた問題点や実用化に向けての今後の課題を記載してください
　

・・・
　　　・・・
５－１．本課題の今後の展開
今後の研究開発の進め方について、A～Dの該当するものにチェックし、その計画についてどのように進めていくのか具体的に記載してください。
	□
	Ａ
	公的な研究開発支援制度を活用して、製品化に向けた研究開発を継続する

【制度名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

	□
	Ｂ
	自社負担により、製品化にむけた研究開発を継続する

	□
	Ｃ
	シーズの製品化に向けた研究開発を中断･中止する

	□
	Ｄ
	上記以外の進め方


今後の進め方：

５－２．実用化の展望 （図表使用可、400～1500文字程度）
6．研究開発の総評

※本報告書に記載した事項を踏まえ、研究開発結果に対する満足度、本研究開発実施がもたらした波及効果、プロジェクトがうまくいった要因やうまくいかなかった要因・反省点、今後の実用化の実現可能性とそれによる社会的インパクトの予想等、本研究開発を総合的に自己評価してください。

①企業責任者の自己評価

②研究責任者の自己評価
７．その他（知的財産権出願・学会発表等）
本研究開発において、新たに出願した特許や発表した論文等（予定を含む）があれば記載してください。

	知的財産権

	No.
	特許等の名称
及び技術概要
	出願番号
（出願日）
	出願人
	発明者

	
	
	
	
	

	学術論文

	No.
	タイトル
	雑誌名
	頁、巻、年など
	著者

	
	
	
	
	

	学会発表

	No.
	タイトル
	学会名
	日付
	発表者

	
	
	
	
	

	新聞・雑誌記事

	No.
	新聞・雑誌名
	日付・掲載面

	
	
	

	受賞等

	No.
	賞名
	機関名
	日付
	対象者

	
	
	
	
	


（その他特記事項）
上記以外に特記事項があれば以下に記載してください。

以上
提出時、青字の説明書きは全て削除願います。





事業名：該当する方を残し、他方を削除。


　H24採択→復興促進プログラム（マッチング促進）


　H25採択→研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）ハイリスク挑戦タイプ（復興促進型）
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